
社会福祉法人名古屋市社会福祉協議会 行動計画 

 

 

   本会の使命である「誰もが安心して笑顔で暮らす福祉のまち名古屋の実現」のため、女性職 

員が、定年までいきいきと働き、活躍できる環境の整備を行うため、次のように行動計画を策 

定する。 

 

 

 １ 計画期間   令和２年４月１日から令和７年３月３１日 

 

 ２ 本会の課題 

  （１）一般職員・嘱託職員・専門職員の部長級・次長級職員に占める女性の割合は３０％

を超えているが、一般職員における部長級・次長級職員に占める女性の割合が低い。 

  （２）次長級職員として職員の管理・マネジメント役を目指す女性職員が少ない。 

 （３）本会の使命の達成に向けて、人材の定着・確保、組織力の維持に向けて、出産・ 

子育て等をしながら働き続けられる環境、意欲と能力ある女性が活躍できる方策の 

検討が必要である。 

 

 ３ 目標と取組内容 

 

 

 

        

    ＜取組内容＞ 

     ○令和２年４月～ 

      ・次長昇任選考試験・ミドルマネジャー・サブマネジャー選考試験受験に向けた 

職場上司からの積極的勧奨 

      ・先輩部長級職員・次長級職員との懇談会の開催 

      ・働きやすい環境整備等に向けての意見交換の場の設定 

・次長昇任選考制度のあり方の検討 

 

 

 

 

               （※子育てハッピープラン（第四次次世代育成支援行動計画）） 

    ＜取組内容＞ 

     ○令和２年４月～ 

・育児休業の取得をしやすい職場風土づくりに向けた意識啓発 

・育児休業取得中の代替職員の配置 

        ・育児休業取得中の職場からの情報提供や復帰に向けての支援の実施 

        ・育児休業取得状況の調査を実施【毎年】 

 

目標１：一般職員・専門職員における部長級・次長級職員に占める女性割合を３７％

にする。【一般職員は２０％】 

 

目標２：女性の育児休業取得率１００％を維持する。 



 

 

 

      

（※子育てハッピープラン（第四次次世代育成支援行動計画） 

＜取組内容＞ 

〇令和２年４月～  

・ノー残業デー＆ウィークの継続実施 

・就業管理システムの導入・活用 

      ・適宜、年次休暇の取得状況の確認や取得勧奨を行う 

 

 

 

 

 

 

目標３：所定外労働の削減に向けた意識啓発等に取り組み、年次休暇の取得日数を平

均１６日以上にする。 

 

 


